
令和４年度農業振興審議会・意見交換会での主な意見に基づく施策への反映

概 要

農業振興審議会と意見交換会より80名を超える方から意見をいただきました。
担い手育成について新規就農者や新規林業就業者の確保だけでなく、その後、継続していくためのフォ

ローアップが重要との意見が多く寄せられました。また、県産農林水産物のブランド力強化、PRについての
意見も多く寄せられ、これらのご意見を踏まえ、既存事業の見直しや新規事業の構築を行いました。

主 な 意 見 と 施 策 へ の 反 映

東日本大震災・原子力災害からの復興

多様な担い手の確保・育成

生産基盤の確保・整備と試験研究の推進

需要を創出する流通・販売戦略の実践

活力と魅力ある農山漁村の創生

戦略的な生産活動の展開

その他

主
な
意
見

 風評対策の強化
 放射性物質対策
 原木林の再生

施
策
へ
の
反
映

○ ALPS処理水の処分によって新たな風評が発生しな
いよう、国へ政府が一丸となって万全な対策を徹底
的に講じ、最後まで責任を全うするよう要望してい
ます。また、県としてもこれまでと同様に風評対策
を実施するとともに、生産力及びブランド力の強化
に向けた取組を行うために新規事業の構築を行いま
した。

【（一部新）ふくしまプライド農林水産物販売力強化事業】
【（新）福島ならでは農林水産物ブランド力強化推進事業】
【（一部新）農林水産業情報発信強化事業】

○ きのこ等原木林の再生と将来における原木の安定供給に向け
広葉樹林の再生を引き続き実施します。

【広葉樹林再生事業】

主
な
意
見

 農業に興味を持ち参入してくる様々な方への支援体
制の強化（地域と連携した相談窓口、新規就農者へ
の経営アドバイス等）

 親元就農者への支援の拡充
 就労先などの受皿づくり

施
策
へ
の
反
映

○ 様々な方への支援体制を強化するため、県と関係団
体が連携したワンストップ・ワンフロアによる就
農・定着から経営発展まで一貫した支援窓口を設置
します。

【（新）福島県農業経営・就農支援センター運営事業】

○ 森林再生や林業・木材産業の成長産業化の実現に必要な人材
を育成するため、林業アカデミーふくしまにおいて研修を実
施します。

【（新）林業アカデミーふくしま運営事業】

主
な
意
見

 人・農地プランの実質化に向けた支援
 広い視野での流通販売、新品種開発
 スマート農業の採算性の検討

施
策
へ
の
反
映

○ 地域の農業の在り方や農地利用の姿を明確化した
「地域計画」の策定に必要な取組を支援します。

【（新）地域計画策定推進緊急対策事業】

○ スマート農業技術を活用した実証研究を行うととも
に先端技術の実証を通じた普及活動を行います。ま
た、実証研究の成果等についてもHPに公表します。

【スマート農業プロセスイノベーション推進事業】

主
な
意
見

 市場の開拓（売れる場所をつくる）
 実需者の求めている安全性の確保
 GAPや有機等の理解醸成
 農林水産物のブランド力強化・PR
 学校給食への地元食材流通の仕組みの構築

（食育・食農教育）

施
策
へ
の
反
映

○ 第三者認証GAP等の導入を拡大するとともに、その
取り組みの消費者等に効果的に情報発信します。

【第三者認証GAP等取得促進事業】

○ ブランド力強化を図るため、県産農林水産物の市場
調査や消費者動向調査などの緻密な調査を実施しま
す。

【（新）福島ならでは農林水産物ブランド力強化推進事業】
【（一部新）農林水産業情報発信強化事業（4,672千円）】

○ 子どもへの食に関する体験活動及び地域における食
育推進活動を引き続き推進します。

【ふくしま“食の基本“推進事業】

主
な
意
見

 米の新しい視点での活用の検討
 「福､笑い」の作付基準の緩和、面積の拡大
 肥料・飼料の高騰対策

施
策
へ
の
反
映

○ 令和5年度の「福､笑い」の作付面積は約27ha拡大し、
77haで実施します。

【オリジナルふくしま水田農業推進事業】

○ 飼料価格の高止まりによる畜産農家の経営安定を図
るため、飼料上昇分の一部を支援します。

【（新）飼料価格高騰対策事業】

主
な
意
見

 教育機関との連携
 地域としての農地活用の意識醸成
 鳥獣被害対策

施
策
へ
の
反
映

○ 市町村等における効果的な鳥獣被害対策及びイノシ
シ等有害捕獲の取組を支援します。また、地域ぐる
みで取り組む総合的な対策の推進等を支援し地域産
業の振興と復興を図ります。

【鳥獣被害対策強化事業】
【地域の力で進める！鳥獣被害対策事業】

主
な
意
見

 食料安全保障の強化
 各地方での意見交換会で農林業者だけでなく、加工、

流通、小売、消費者など、幅広く意見を聞くべき

施
策
へ
の
反
映

○ 食料安全保障の強化を図るため、海外に依存してい
る大豆・麦・そば及び飼料作物の生産性向上・生産
拡大の取組を支援します。

【（新）ふくしまならではの畑作物産地づくり推進事業】
【（新）ふくしまならではの自給飼料増産推進事業】

○ 意見交換会では様々な業種の方を参集し、幅広く意
見をいただくこととします。

資料３


